





















mentary and alternative medicineとして伝統医療を見直し，ヨーロッパ由来の薬用植物製剤や
漢方生薬をfoodsupplementとして利用するようになりました。このような米国の動きは既に東
南アジア，特に中国本土，香港，韓国，台湾などには大きな流れとなって伝わってきています。
しかし，世界中でfoodsupplementとして使用されている漢方生薬や植物製剤の中には充分な基
礎研究が成されていないものが沢山あります。そこにおける和漢薬研究所の存在価値は非常に大
きいと思います。我々の基礎研究の結果に基づいて， foodsupplementや我が国ではまだ実現の
可能性は低いですが天然薬物を作ることも必要かもしれません。
また，先に記述しましたような研究活動を通じて和漢医薬学の研究者人口を増やすことも重要
です。
本年報を御一読いただき，ご批判と共に新しいアイディアを頂戴できればと考えています。
平成13年3月
和漢薬研究所長渡辺裕司
